
バックアップ back up　[英] 他動詞

「まず、これだけは」
Ａ 意味 資金を援助したり、助けたりして、人を後ろから支えること。またその支え。

①動詞：バックアップする

例文 記念館を造る時には、市と県が全面的にバックアップした。 後援する 支援する 援助する 応援する
男性も女性も仕事と子育てが両立できるように、企業がバックアップしていくことが求められる。 後援する 支援する 援助する 応援する
県をあげて企業の誘致をバックアップしてきた。 後援する 支援する 援助する 応援する
選手が大きな試合で勝てるように、その選手を国や企業でバックアップする体制を整える必要がある。後援する 支援する 援助する 応援する
これまでボランティアの方々にバックアップしてきてもらったことに感謝している。 後援する 支援する 援助する 応援する
A美術館主催のピカソの展覧会をフランス大使館がバックアップした。 後援する 支援する 援助する 応援する

用法 類義語 後援する 支援する 援助する 応援する

②名詞：バックアップ

例文 彼が当選したのは地元の支援者のバックアップによるところが大きい。 後援 支援 援助 応援
今後も国として最大限のバックアップをしていきたい。 後援 支援 援助 応援
ＩＴ企業のバックアップを受けて、学校のインターネット環境の整備を進めた。バックアップを受ける 後援 支援 援助 応援
政府のバックアップ体制がなければ、食料自給率アップは難しい。 バックアップ体制 後援 支援 援助 応援
少子化を食い止めるには、社会的なバックアップが必要だ。 後援 支援 援助 応援

　
用法 句例 バックアップを受けるバックアップを得る

類義語 後援 支援 援助 応援
　 　 　

複合語 バックアップ体制       

★ここに注意
バックアップ／サポート
どちらも「支援」「援助」で言い換えられ、「人を支えること」という意味では共通している。
「バックアップ」は「サポート」で言い換えることができる。
しかし、人が誰かを具体的な行動で助けることが読み取れる場合「バックアップ」は用いることができない。

例）　○彼女が我慢強くサポートしてくれたので、一人で歩けるようになった。
　　　　 　　　×彼女が我慢強くバックアップしてくれたので、一人で歩けるようになった。
　　　　 　　　○この空港では、海外からの旅行者に宿泊手続きやツアー申込のサポートも行っています。
　　　　 　　　×この空港では、海外からの旅行者に宿泊手続きやツアー申込のバックアップも行っています。



「余裕があれば」
Ｂ 意味 コンピューターで、事故などでデータが無くなっても大丈夫なように、あらかじめ複製を作っておくこと。その複製。

①動詞：バックアップする

例文 一方がダウンしてももう一方はバックアップするようにシステムを整えた。 複製を作る 複製する
メールソフトのデータを自動的にバックアップする方法を友達に教えてもらった。 複製を作る 複製する
バックアップされたファイルが復元できず、大変だった。 複製する
システム全体をバックアップできるソフトが発売された。 複製する

用法 類義語 複製を作る 複製する   

②名詞：バックアップ

例文 念のため、携帯電話の電話帳などのデータのバックアップをとっておくようにしてください。 バックアップをとる複製
毎月自分で作成したファイルをバックアップ用のＣＤに保存するようにしている。 バックアップ用 複製
バックアップ機能を搭載したセキュリティソフトを買った。 バックアップ機能 複製

　
用法 句例 バックアップをとる　 　

類義語 複製 　 　 　  

複合語 バックアップ機能 バックアップ用      

「必要があれば」
Ｃ 意味 スポーツ（特に野球）で、ある選手の守備の失敗を他の選手が援護すること。

①動詞：バックアップする

例文 投球は左にそれたが、ショートがうまくバックアップしてくれた。 援護する
いつでもバックアップできるようにボールの動きから目を離さないようコーチに言われている。 援護する
新人の選手のミスをバックアップするのも主将の役目だ。 援護する

用法 類義語 援護する

②名詞：バックアップ
例文 キャッチャーが巧みなバックアップでこの回も敵に得点を許さなかった。 援護

ミスをしてもバックアップがあると期待してプレーしてはいけない。 援護
センターがバックアップに入ってくれるだろうと思ったのが甘かった。 バックアップに入る援護

用法 句例 バックアップに入る

類義語 援護

★ここに注意
バックアップ／カバー
「バックアップ」は本来「不都合な事態や失敗を援護する」という意味では使えない。
しかし、スポーツに限っては、「カバー」と同様に、「不都合な事態や失敗を援護する」という
意味で用いることができる。


